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所
在
地
　
　
　
榊
奈
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目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
人
八
年
度
第

一
次
調
査
　
一
九
八
八
年

（昭

６３
）
六
月
―
七
月

一
一　
同
第
二
次
調
査
　
一
九
八
八
年
人
月
―
九
月

発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
菊
川
秀
政

遺
跡
の
種
類
　
居
館
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
前
半
―

一
四
世
紀
後
半

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
地
は
、
北
条
泰
時

・
時

頼
邸
跡
に
あ
た
る
。
当
該
期
は
、

幕
府
が
嘉
禎

二
年

（
三

〓
一

一〇

に
若
宮
大
路
東
頬
に
移
転

し
た
時
期
に
あ
た
り
、
こ
の
地

域
の
屋
敷
地
所
有
者
の
変
遷
な

ど
を
論
じ
た
秋
山
哲
雄
氏
に
よ

る
と
、
こ
の
屋
敷
地
は
北
条
泰

時
の
次
に
執
権
と
な
っ
た
経
時

に
譲
ら
れ
る
。
経
時
の
死
後
、
宝
治
元
年

（
〓
一四
七
）
頃
、
重
時
に
継
承
さ

れ
た
。
そ
の
後
は
不
明
と
し
な
が
ら
も
北
条
氏
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る

（秋
山
哲
雄

「鎌
倉
中
心
部
の
形
成
と
そ
の
構
造
―
都
市
鎌
倉
に
お
け
る
若
宮
大
路
の

意
味
―
」
『都
市
研
究
の
方
法
』
新
人
物
往
来
社
、　
一
九
九
九
年
な
ど
）。

第

一
次
調
査
は
、
横
大
路
と
接
す
る
地
点
で
あ
る
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、

東
西
溝

（横
大
路
側
溝
）
と
塀
も
し
く
は
柵
と
考
え
ら
れ
る
柱
穴
で
あ
る
。
木

簡
は
、　
三
二
世
紀
第
Ⅱ
四
半
期
の
横
大
路
側
溝
で
あ
る
溝
二
か
ら

一
点
出
土
し

た
。
な
お
、
こ
こ
で
提
示
し
た
年
代
観
は
、
宗
重
秀
明
氏
の
年
代
観
に
よ
る
も

の
で
、　
一
三
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
ま
で
と
す
る
報
告
書
刊
行
段
階
の
年
代
観
と

は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い

（横
小
路
周
辺
遺
跡
発
掘
調
査
団

『横
小
路
周
辺
遺
跡

一
一

階
堂
字
横
小
路
一
一
〇
番
三
地
点
―
永
福
寺
関
連
遺
跡
の
調
査
―
』

一
九
九
六
年
な
ど
。

な
お
、
報
告
書
の
年
代
観
は
、
河
野
員
知
郎

「鎌
倉
に
お
け
る
中
世
土
器
様
相
」
『古
代

末
期
―
中
世
に
お
け
る
在
地
系
土
器
の
諸
問
題
』
神
奈
川
考
古
同
人
会
、　
一
九
八
六
年

に
依
拠
し
て
い
る
）。

第
二
次
調
査
は
、
建
築
基
礎
杭
に
よ
っ
て
遺
構
が
破
壊
さ
れ
る
部
分
に
設
定

さ
れ
た
四
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
点
は
小
町
大
路
に
接
し
て

お
り
、
い
ず
れ
の
ト
レ
ン
チ
で
も
小
町
大
路
西
側
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
な
か
で

も
南
西
側
ト
レ
ン
チ
で
は
、
側
溝
護
岸
の
た
め
の
木
組
が
良
好
に
残
る
。
土
層

観
察
に
よ
る
と
、
側
溝
に
は
数
度
の
造
り
替
え
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
最
も
東
の
側
溝
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。　
一
括
し
て
と
り
あ
げ
た
た

め
共
伴
遺
物
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
報
告
書
は

一
三
世
紀
前
半
の
も
の
と
推

(横須賀)



定
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
次
調
査

〔Ｗ　　　「一二牌ワオ̈
い　　　工さ市四山釦坤如却朝相坤咄］」　　　　　卜やω×（∞ｏ）×Ｐｏ　ｏ∞μ

〔事
力
〕

半
数
近
く
の
文
字
を
欠
損
し
て
お
り
、
詳
細
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
習
一

け
ん
」
は
、
三
間
と
解
釈
で
き
る
。
類
例
は
、
若
宮
大
路
側
溝
出
土
の
木
簡
に

求
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
上
段
に

「間
」
や

「丈
」
な
ど
の
長
さ
を
表
す
文
字
が

記
さ
れ
、
下
段
に
は
御
家
人
も
し
く
は
御
内
人
な
ど
の
人
名
が
記
さ
れ
る
も
の

が
あ
る

（本
誌
第
一
人
号
）。
石
井
進

・
松
吉
大
村
両
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の

若
宮
大
路
側
溝
出
土
木
簡
は
、
側
溝
構
築
工
事
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

本
例
も
同
様
の
性
格
が
考
え
ら
れ
る

（石
井
進

「鎌
倉
か
ら
出
土
し
た
最
初
の
木

簡
」
『日
本
歴
史
』
四
四
九
、　
一
九
八
五
年
。
松
吉
大
樹

「鎌
倉

・
北
条
小
町
邸

（泰

時

・
時
頼
邸
）
雪
ノ
下

一
丁
目
三
七
七
番
七
地
点
出
上
の
人
名
木
簡
に
つ
い
て
の
考
察
」

『鶴
見
考
古
』
二
、
二
〇
〇
二
年
、
な
ど
）。
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
判
読
で

き
た
文
字
に
人
名
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
な
い。
「き
り
と
あ
さ
の〔卜
ぇ
は
、

「桐
と
麻
の
事
」
も
し
く
は

「切
土
浅
の
事
」
と
解
さ
れ
、
前
者
な
ら
ば
物
品

に
、
後
者
な
ら
ば
土
木
工
事
に
関
わ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
意
味
は
判
然
と
し

な
い
。
な
お
、
四
文
字
目
の

「
い
」
は
、
順
番
を
示
す
イ
ロ
ハ
の

「イ
」
と
考

え
ら
れ
る
。

一
一　
第
二
次
調
査
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・
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。
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頭
部
は
水
平
に
切
ら
れ
て
い
る
。
表
裏
と
も
に
墨
書
は
薄
く
判
読
は
で
き
な

い
。
文
字
数
の
推
定
も
困
難
で
あ
る
。
形
態
か
ら
す
れ
ば
、
折
敷
の
底
板
の
可

能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『鎌
倉
市
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書
五

昭
和
六

三
年
度
発
掘
調
査
報
告
』
全

九
八
九
年
）
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太
）
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